
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

産業技術大学院大学は、情報システムの設計・開発・運用の現場で活躍できるプロフ

ェッショナル「情報アーキテクト」と、感性と機能を融合した開発を主導できるプロフ

ェッショナル「ものづくりアーキテクト」の育成に取り組んでいます。 

これら未来のプロフェッショナルを発掘・育成することを目的として、「東京の防災」

をテーマに、第１回 IT とデザインエンジニアリング ソリューションコンテストを実施

しました。 

全 28 点の応募があり、以下のとおり最優秀賞１点、佳作 2 点を決定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

最優秀賞 ［副賞30万円］  
作品名『Road signs of light ～光の道しるべ～』 
杉岡 真行（神奈川県立神奈川工業高等学校 1年） 

 

 

佳 作 ［副賞5万円］  
作品名『BYB』 
伊藤 右貴、林 直樹（名古屋市立大学 4年） 

 
 

作品名『安心を持ち歩こう ～PITTO～』 
須藤 里彩、森下 真佑子、徳永 彩乃、福井 公、 

岸 杏樹、CHANG JAEWON（武蔵野美術大学 1年） 
 

※受賞作品詳細は別紙を参照ください。 

平成 30 年 1 月２５日 

公立大学法人首都大学東京 

総 務 局 

【詳細】https://aiit.ac.jp/master_program/contest/ 

【問合せ先】 

 産業技術大学院大学管理部管理課 

電話：03－3472－7840  Fax：03－3472－2790 

第１回 産業技術大学院大学 

IT とデザインエンジニアリング ソリューションコンテスト 

受賞者決定 

受賞者及び作品名 

【開催日時】平成 30 年 2 月 11 日（日・祝） 17 時 10 分～17 時 30 分 

【開催場所】東京コンベンションホール（東京都中央区京橋三丁目１－１） 

※当日は、「2018 AIIT PBL プロジェクト成果発表会」を同時開催 

表彰式 



 

 

 

 

 

最優秀賞 『Road signs of light ～光の道しるべ～』 

杉岡 真行（神奈川県立神奈川工業高等学校 １年） 

別紙 参考資料 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【受賞理由】 
信号機型電光掲示板が災害時に最新の情報を収集し、安全かつ最短ルートで

避難者を避難場所へと誘導する。また、ポール部分の水位センサーと目盛りで、

洪水時の水位を確認することができる。 

災害発生時の様々な機関との連携等についての配慮があるとより望ましい

が、着眼点やコンセプトの明確さ、既存の信号機を活用していることによる技

術的実現性等を高く評価し最優秀賞に選定した。 



 

 

 

 

佳作 『BYB』 

伊藤 右貴、林 直樹（名古屋市立大学 ４年） 



 

 

【受賞理由】 
平時や訓練時に避難経路や危険箇所、交通量等のデータをアプリに蓄積し、

災害時には道路に埋め込まれた誘導灯が光と音声で災害情報・避難経路を伝

達する。 

光と音声による誘導という東京に集まる多様な人々に配慮されたデザイ

ンと、表現・技術レベルの高さを評価した。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佳作 『安心を持ち歩こう ～PITTO～』 

須藤 里彩、森下 真佑子、徳永 彩乃、福井 公、 
  岸 杏樹、CHANG JAEWON（武蔵野美術大学 １年） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【受賞理由】 
交通系ICカードに親族や関係者の連絡先を登録しておき、災害時にコンビニ

や自販機等のカード読み取り機にタッチすることで情報を送信する。また、持

病や血液型等の情報も登録しておくことで、被災時に医療関係者が救護活動を

行う際の一助となる。 

交通系ICカードは多くの人が平時から携帯しており、外国人旅行者等も入手

しやすいため、災害時の有効性が高い点を評価した。 


